
長
の
決
断
に
よ
り
、
既
に
二
年
目
の
平
成
一
九
年
度
か
ら
前
倒
し
で

規
模
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
国
際
公
募
と
厳
正

な
審
査
で
採
用
さ
れ
た
二
四
名
の
優
秀
な
若
手
研
究
者
が
着
々
と
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

二
「
九
大
モ
デ
ル
」
の
特
徴

「
九
大
モ
デ
ル
」
の
特
徴
は
、
「
若
手
研
究
者
の
自
立
的
環
境
整

備
促
進
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
す
る
時
点
で
募
集
す
る
研
究
者
の
研

究
分
野
を
決
め
ず
、
採
択
後
、
学
内
の
大
学
院
・
研
究
所
等
の
部
局

に
『
若
手
研
究
者
の
育
成
』
に
加
え
て
『
新
領
域
開
拓
』、『
組
織
改

革
』
の
三
つ
を
盛
り
込
ん
だ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
さ
せ
、
そ

の
内
容
を
部
局
間
で
競
争
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
点
に
あ
る
。
研
究
戦

略
委
員
会
に
お
け
る
書
面
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
二
段
階
審
査

を
経
て
、
参
加
部
局
と
個
々
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
用
で
き
る

若
手
研
究
者
（
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
学
術
研

究
員
）
の
人
数
を
決
定
し
た
。

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集
に
あ
た
り
、
五
年
後
の
テ
ニ
ュ
ア

ポ
ス
ト
を
準
備
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
た
め
、
当
然
な
が
ら
各
部

局
で
将
来
構
想
を
含
め
た
組
織
改
革
に
関
す
る
議
論
が
わ
き
起
こ
っ

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
手
く
組
織
改
革
に
活
か
し
切
れ
た
部
局
、

或
い
は
議
論
の
段
階
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

申
請
を
見
送
っ
た
部
局
と
状
況
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に

部
局
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
真
剣
・
活
発
な
議
論
が
喚
起
さ
れ
た
こ

と
で
、
こ
の
経
験
が
今
後
の
改
革
論
議
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
総
長
判
断
に
よ
り
事
業
終
了
後
の
予
定
を

早
め
て
二
年
目
の
平
成
一
九
年
度
か
ら
事
業
拡
大
を
図
っ
た
。

二
段
階
の
審
査
を
経
て
六
件
（
二
年
目
は
三
件
）
の
参
加
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
決
ま
る
と
次
は
国
際
公
募
で
あ
る
。
N
a
tu
re誌
を
始
め
と

す
る
国
際
学
会
誌
あ
る
い
は
W
eb
サ
イ
ト
に
公
募
情
報
を
掲
載
し
、

新
領
域
開
拓
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究

員
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
募
集
し
た
。
応
募
す
る
側
も
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の
形
で
公
募
さ
れ
た
た
め
、
求
め
ら
れ
る
研
究
領

域
の
具
体
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
倍
率
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
二
年
間
で

二
四
名
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
の
募
集
に
対
し
、
海
外
も
含
め
延
べ

三
七
三
名
の
応
募
が
あ
り
、
書
面
審
査
、
外
部
有
識
者
を
交
え
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
厳
正
な
審
査
を
実
施
し
た
。
適
任
者
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
は
再
募
集
も
行
っ
た
。

採
用
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
部

局
の
特
任
准
教
授
の
称
号
を
付
与
さ
れ
、
年
間
六
〇
〇
～
七
五
〇
万

円
の
給
与
と
六
〇
〇
万
円
の
研
究
費
（
一
部
三
〇
〇
万
円
）
の
厚
待
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若
手
研
究
者
に
活
躍
の
機
会
を
与
え
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る

た
め
に
、
文
部
科
学
省
が
平
成
一
八
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
科
学

技
術
振
興
調
整
費
「
若
手
研
究
者
の
自
立
的
研
究
環
境
整
備
促
進
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
大
学
の
取
組
例
に
つ
い
て
、
先
月
号
に
引
き
続
き

紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
一
八
年
度
に
採
択
さ
れ
た
九
州
大
学
に
お
け
る
取

組
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一
九
州
大
学
に
お
け
る
取
組

九
州
大
学
は
平
成
一
八
年
度
に
、
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
振
興

調
整
費
「
若
手
研
究
者
の
自
立
的
環
境
整
備
促
進
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

「
次
世
代
研
究
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）」
（
１
）

を

応
募
し
、
採
択
さ
れ
た
。
九
州
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
三
年
目

を
迎
え
て
い
る
。
日
本
版
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
度
を
根
付
か
せ

る
こ
と
を
目
的
に
開
始
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
が
、
若
手
研
究
者
の
養

成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
も
一
部
研
究
分
野
で
残
っ
て
い
る
「
分
野

が
固
定
化
し
や
す
い
」
等
の
旧
講
座
制
の
弊
害
を
解
消
す
べ
く
、
組

織
改
革
を
盛
り
込
ん
だ
独
自
の
「
九
大
モ
デ
ル
」
を
構
築
し
、
全
学

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
当
初
の
予

定
で
は
五
年
間
の
事
業
終
了
後
に
総
長
裁
量
経
費
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
継
続
し
て
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
初
年
度
の
ス
タ
ー
ト
時
に

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
梶
山
前
総
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若
手
研
究
者
の
活
躍
を
促
進
す
る
た
め
に
②

組
織
を
改
革
し
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

～
次
世
代
研
究
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
基
盤
政
策
課

九
州
大
学
研
究
担
当
理
事
・
副
学
長
村
上
敬
宜

●
解

説
●



三
取
組
の
効
果
と
今
後
へ
の
期
待

Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
は
国
内
外
の
複
数
の
研
究
機
関
を
経
験
し
た

実
績
の
あ
る
若
手
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
部
局
内
、
学
内
外
の
他

の
研
究
者
へ
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
学
院
の
学
生

に
と
っ
て
も
活
躍
し
て
い
る
若
手
研
究
者
か
ら
直
接
助
言
を
受
け
、

共
に
討
論
す
る
こ
と
で
研
究
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

い
る
状
況
が
見
ら
れ
る
。
一
方
部
局
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
側

に
対
し
て
は
、
こ
の
九
大
方
式
に
よ
り
非
常
に
優
秀
な
若
手
研
究
者

が
国
内
外
か
ら
多
く
採
用
出
来
る
こ
と
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

新
規
の
教
員
募
集
に
同
様
の
方
式
を
行
う
部
局
も
出
て
き
て
い
る
。

「
九
大
モ
デ
ル
」
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
日
経
Ｂ
Ｐ
誌
、

（
２
）

科
学

新
聞
に

（
３
）

取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
文
部
科
学
省
の
委
員
会
、

（
４
）

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等

（
５

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
の
「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
強
い
た
め
、
採
用
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
は
こ
の
言
葉
に
当

初
一
種
の
照
れ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の

研
究
者
も
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
た
り
得
る
意
欲
と
能
力
の
あ
る
優
秀

な
研
究
者
で
あ
り
、
今
や
堂
々
と
自
信
を
も
っ
て
研
究
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。
全
て
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
が
将
来
大
き
く
羽
ば
た
い
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ＳＳＰのしくみ（タイムチャート）

遇
が
措
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
独
立
し
た
研
究
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
等
、

研
究
分
野
の
特
性
に
応
じ
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
設
備
整
備
の
支
援
が
な
さ
れ
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
養
成
期
間
中
、
各
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

で
あ
る
新
領
域
開
拓
に
向
け
、
部
局
関
係
者
か
ら
支
配
的
干
渉
を
受

け
る
こ
と
な
く
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
が
存
分
に
実
力
を
発
揮
出
来
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
学
外
有
識
者
お
よ

び
学
内
研
究
戦
略
委
員
か
ら
な
る
外
部
有
識
者
委
員
が
、
定
期
的
に

現
地
視
察
や
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
と
の
個
人
面
談
を
行
い
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
営
が
成
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
大
学

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
に
対
し

て
メ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
部
局
な
ら
び
に
大
学
は
、
三
年
目
の
中
間
評
価

を
経
た
期
間
終
了
時
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
学
術
研
究
員
が
将
来
の
研
究
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
出
来
る
だ
け
の
実
力
を
高
め
、
実
績
を
上

げ
た
か
ど
う
か
を
含
め
、
正
式
な
准
教
授
と
し
て
の
採
用
の
可
否
を

審
査
す
る
。
も
ち
ろ
ん
中
間
評
価
の
段
階
で
十
分
な
実
績
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
期
間
終
了
を
待
た
ず
、
准
教
授
と
し
て
採
用

す
る
。
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九大モデルの特徴
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４
）
平
成
一
九
年
七
月
二
六
日

科
学
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術
・
学
術
審
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会

人
材

委
員
会
（
第
三
七
回
）
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５
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平
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ＳＳＰ研究プロジェクト一覧（平成20年10月31日時点）

て
新
し
い
研
究
領
域
を
開
拓
し
、
各
研
究
分
野
で
の
リ
ー
ダ
ー
ひ
い

て
は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
な
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。

（
九
州
大
学
研
究
担
当
理
事
・
副
学
長
村
上
敬
宜
）

終
わ
り
に

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
若
手
研
究
者
の
自
立
的
研
究
環
境
整
備

促
進
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の
導
入
を
中
心

と
し
た
、
若
手
研
究
者
が
自
立
し
て
研
究
で
き
る
環
境
の
整
備
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
各
機
関
に
お
い
て

は
、
今
ま
で
紹
介
し
た
東
京
農
工
大
学
や
九
州
大
学
に
お
い
て
す
で

に
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
導
入
し
た
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ

ク
制
が
実
効
性
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
も
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
公
募
・
審
査
方
法
の
改
善

多
様
で
優
秀
な
若
手
研
究
者
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
自
校
出

身
者
比
率
が
過
度
に
高
く
成
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、

優
秀
な
女
性
研
究
者
や
外
国
人
研
究
者
の
採
用
に
も
力
を
入
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
国
際
公
募
や
、
学
外
委
員
を

含
む
透
明
性
の
高
い
審
査
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

②
シ
ス
テ
ム
改
革

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
取
組
が
限
ら
れ
た
部
局
に
と
ど
ま
ら
ず
、

機
関
全
体
の
人
事
シ
ス
テ
ム
・
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ

な
が
る
よ
う
、
機
関
の
長
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
取
組
の
継
続
性

五
年
間
に
わ
た
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
終
了
後
も
、
テ
ニ
ュ

ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
を
始
め
と
し
た
制
度
が
定
着
・
発
展
し
て
い
く

た
め
に
、
自
己
資
金
に
よ
る
制
度
の
運
営
を
見
据
え
た
取
組
が
必

要
で
す
。

（
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局

基
盤
政
策
課
）
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ラ
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